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アフリカの人々と名付け 49
双子､双子の両親､そして王
双子の関係名称
前回は､双子ばかりでなくその兄弟姉妹にま
で特別の命名を行う緒民族の事例を､やや過剰
に追ってみた｡そして､アフリカに広く分布す
るこの命名慣行が見られる民族社会では､双子
の象徴的価値 (ないしは儀礼的価値)が著しく
高く､双子の兄弟姉妹の特別な名前はその価値
の拡張的な表現となっていると述べた｡
さらに他に､双子を特定する独特の関係名称
が存在する社会もある｡例えば､コンゴに住む
バントゥ語系のソデソブ人の場合､双子 (amp-
amba､あるいはamPasa)の初生児､次生児､
ならびに双子の次の子供を指す関係名称は､
各々mbuya､kapa､chikombaである｡そして
chikombaには双子複合儀礼で太鼓を叩く義務
がある｡chikombaのゆえにその母親に対 して
双子複合儀礼が行われることも､またchikomb-
αが双子儀礼の呪医になることさえある｡[Tur-
ner,V･,TheRitualProcess,1969].
ソデソブ人のこの事情は､別の事例を思い出
させる｡マンデ語系で､ギニア､リベリア､シ
エラレオネの国境地帯に住むキッシ人の間では､
しばしば双子か､その次に生まれた者が占い師
になる [古野清人 ｢双子の民俗学｣､『古野清人
著作集』4､1972]｡なお､キッシ人は双子とそ
の次の子に特別の名前を与える｡
双子の複雑な命名法
双子の象徴的価値の高さは､彼らの性と生ま
れ順の複合の諸形態に基づく精赦な命名法に
よっても表現され得るだろう｡その典型的な例
が､アフリカ南部のレソトとボツワナに住む､
バントゥ語系のソト人の場合である｡
同性の双子の場合､二人とも男児なら､初生
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児にはMasiloまたはNtaiという伝説的な名前
か､さもなければ祈りを意味するMolefiという
名前を与える｡次生児は､初生児の名前 (Ⅹ)
に-nyaneという指小接尾辞を添えた名前を貰
う｡｢小さなⅩ｣というわけだ｡
二人が女児の場合も命名法はほぼ同様だが､
ただ指小接尾辞は男児同士のようには一定しな
い｡つまり､初生児にはMosemodiという伝説
的な名前､あるいはDipuo(噂)､Masimong'
(｢畑で｣)､Mesi(煙)などの名前を与える｡そ
の各々に対応する次生児の名前は､Mosemot一
∫
sane､Dipuonyane､Masingwaneng'､Mesin-
yaneとなる｡
次に､異性の双子の場合を見よう｡初生児が
男児なら､Moromodiという伝説的な名前か､
さもなければThabiso(喜びを与えるもの)､
Thabo(喜び)､Tshepo(望み､信頼)などの名
前を付ける｡これに対応して､女児である次生
児に与える名前は､それぞれMoromotsane､
Nthabiseng'(私を幸せにする)､Thabang'(辛
せである)､Tshepiso(約束)となる｡
初生児が女児の場合は､Mpho(贈り物)また
はNtshiuwa(見捨てられた者)と名付ける｡そ
して次生児である男児の対応する名前は､それ
ぞれNeo(贈り物)とMosiuwa(見捨てられた
老) となる [Mohome,P.Mリ N`amingin
Sesotho〝,Names20,1972]｡第-の場合には､
両人の名前の意味は対応するものの､音には対
応が見られない｡
同様に､カメルーン高地に住むバントゥ語系
のバネソ人も､双子が同性か異性か､さらに異
性の場合には初生児が男か女かによって､双子
のそれぞれに与える名前を精微に区別している
lDugast,I.,PeoplesoftheCentralCameroo-
ns,1954L
双子の両親の ｢子称｣
さて､以上のように双子に付与される象徴性
の強さとその拡張的な表現について考える場合
に､双子の両親にも特定の称号や名前が与えら
れる場合があることを見逃すことができない｡
例えば､先に触れたコンゴのソデソブでは､
双子 (mpasa)の父親 と母親はそれぞれ
sampasa､nyampasaと特別の名前で呼ばれる
[Turner,ibid.]｡ウガソダのガンダでは､両者
がそれぞれsalongo､nalongoと呼ばれるが､こ
の事例は既に詳しく検討した｡また､ガンダと
近縁の潮間バントゥ群のソガ人の間では､両者
をisabirye､nabiryeという- 中林伸浩氏のご
教示による｡
ソデソブとガンダの場合､双子の両親の特別
の名前は､双子を意味する名詞 (それぞれ
ampasaとabalongo)の語幹に男性接頭辞､ま
たは女性接頭辞を付けて作られている｡ソガの
場合はやや趣を異にして､双子の女性初生児に
与えられる特別の名前 (Babirye)の主要部に
男性接頭辞あるいは女性接頭辞を付ける形で､
双子の両親の称号 (あるいは名前)ができてい
るOただし､こうした語形的な差はあっても､
双子の親に与えられる特別の名前が双子を差す
語や名前から派生する点では､三者は共通する｡
これとやや異なるのが､カメルーン高地に居
住するセミ･バントゥ語系のバミレケ人の場合
である｡彼らは､双子 (mbakom)の父親には
manyi､母親にはtanyiという名前を与える｡
また､バミレケ人と同系のバングウェ人も､双
チ (leJak)の両親をmanyiとtanyiと呼ぶ [古
野清人､前掲書]｡nyiという語幹の意味は不明
だが､両例ではmanyiとtanyiの語形と双子の
名称には直接の関係性はないようだ｡
以上の例は､表現法にやや差異はあるものの､
両親の名前がいずれもその子供が双子である事
実によって親定されているがゆえに､子称 (t-
eknonym)ともいうべき性格を帯びていること
を確認し､注目しておくべきである｡
双子と王
ここで､ガンダ王が二組.の双子の父親を意味
するsabalongoという称号をもつ事実が､双子
の父親がsalongoという称号をもつ事実と親和
的であることを､もう一度思い出そうOかつて
ガンダ王国では､そのゆえか､双子の父親は軍
事的な遠征への徴発を免除されていた｡
双子と王が強い親和性をもつ別の例は､ガー
ナに住むクワ語系のアシャンティ人である｡双
子が同性の場合は宮廷に召し出さなければなら
ず､誕生後できるだけ速やかに英銀のタライに
入れて宮廷に運ばれたCそして､男児なら象の
尻尾を振り回す役目の者になり､女児であれば
王の妻候補となった [Rattray,R.S.Religion
andArtinAshanti,1927]｡
また､ガーナ北部に住むボルタ語系モレ群の
タレソシ人の間では､三つ子を産んだ母親は称
揚された [Rattray,ibid.]oアンゴラのバントゥ
語系のオヴィムブンドゥ人の間では､それ以上
だった｡つまり､彼女の産んだ三つ子の一人は
最高首長に差し出されたのである[MacCuloch,
M_,OvimbunduofAngola,1952]O
ところで､本連載第47回では､ガンダでは双
子の多胎性がその反復 (二魁の双子)によって､
オヴィムブンドゥではその拡大 (三つ子)に
よって強調されていることを構造論的に読み解
いた｡すると､ガンダ王が二組の双子の父親と
いう称号をもつ事と､オヴィムブンドゥで三つ
子の一人が最高首長に召しあげられる事実の照
応も､偶然以上のものとして理解できるだろう｡
さて､ガンダでは､王は実はすべて双子だと
見なされている｡王は自分の-その緒と双子だ
とされ､神官は-その緒を面巳る神殿から新月の
度にそれを取 り出して月光に当て､王の力の回
復を図った [長島信弘 ｢ふたごの神秘力｣､『月
間みんぱく』7(12)､1978]｡ガンダにおける
王と双子の観念複合の強さがよくうかがえよう｡
(こんま とおる 神奈川大学 社会人類学)
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